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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第72期
第３四半期
連結累計期間

第73期
第３四半期
連結累計期間

第72期

会計期間
自 平成26年３月１日

至 平成26年11月30日

自 平成27年３月１日

至 平成27年11月30日

自 平成26年３月１日

至 平成27年２月28日

売上高 （千円） 10,169,282 9,565,482 13,916,600

経常利益 （千円） 480,911 4,720 586,946

四半期（当期）純利益
又は四半期純損失（△）

（千円） 239,526 △25,672 247,122

四半期包括利益
又は包括利益

（千円） 248,868 △51,936 257,040

純資産額 （千円） 2,428,294 2,671,694 2,708,832

総資産額 （千円） 14,845,874 15,224,511 14,850,181

１株当たり四半期（当期）純利益
金額又は四半期純損失金額（△）

（円） 19.97 △2.10 20.61

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） － － －

自己資本比率 （％） 15.92 17.13 17.80
 

 

回次
第72期
第３四半期
連結会計期間

第73期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成26年９月１日

至 平成26年11月30日

自 平成27年９月１日

至 平成27年11月30日

１株当たり四半期純利益金額
又は四半期純損失金額（△）

（円） 4.61 △1.86
 

(注) １  当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２  売上高には、消費税等は含まれておりません。

３ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため並びに第73期

第３四半期連結累計期間については四半期純損失のため記載しておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。

 また、主要な関係会社に異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事

業等のリスク」についての重要な変更はありません。

  なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 

(1)  業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用環境の好転、企業収益の改善など景気は緩やかながら回

復の兆しを見せております。一方で、中国や新興国をはじめとした海外経済の先行き、原油価格下落による産油国

等への影響が懸念されるなど、景気の先行きは依然として不透明な状況が続いております。

当社グループの事業分野であります建設業界におきましては、消費税増税に伴う駆け込み需要の反動減から住宅

投資に持ち直しの動きが見られるなど、全般的には堅調に推移いたしました。一方で、景気回復に伴う人手不足、

円安の影響による原材料費の上昇など、需要回復の足かせとなり得る下振れリスクも顕在化しており、今後の動向

が不透明な状況にあります。

当社グループの主力製品でありますコンクリートパイル市場におきましては、消費税増税後落ち込んだ民需に回

復の兆しが出てきましたが、官需が盛り上がりに欠け、全体の出荷量は前年同期並みに留まりました。

また、第２の柱でありますコンクリートセグメント事業につきましては、厳しい事業環境が続いておりましたが

大型プロジェクトを受注し、今後の売上増が見込まれる状況となりました。

 

セグメント毎の業績は次のとおりであります。

 

①コンクリート二次製品事業

コンクリート二次製品事業の主力事業でありますコンクリートパイル部門につきましては、物件数の減少によ

る受注競争が激化したことで販売価格が下落し、当第３四半期連結累計期間の売上高は、4,858百万円（前年同

四半期比14.6％減）、営業利益は455百万円（前年同四半期比32.7％減）となりました。

 

②コンクリートセグメント事業

厳しい事業環境の中、当社グループは競争力強化のため、更なる原価低減に努めましたが、当第３四半期連結

累計期間の売上高は、984百万円（前年同四半期比38.3％増）、営業損失は3百万円（前年同四半期は1百万円の

利益）となりました。

　

③工事事業

施工は順調に推移し、効率的施工体制の確立により追加コストの発生は抑えられましたが、施工量の確保に重

点を置いたことにより低収益物件が増加し、当第３四半期連結累計期間の売上高は、3,577百万円（前年同四半

期比1.3％減）、営業利益は43百万円（前年同四半期比79.2％減）となりました。

　

④不動産賃貸事業

当第３四半期連結累計期間の売上高は、144百万円（前年同四半期比1.3％増）、営業利益は97百万円（前年同

四半期比3.9％減）となりました。
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以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は9,565百万円（前年同四半期比5.9％減）、営業利益は89百

万円（前年同四半期比83.0％減）、経常利益は4百万円（前年同四半期比99.0％減）、四半期純損失は25百万円

（前年同四半期は239百万円の利益）となりました。

 
(2)  財政状態の分析

資産、負債及び純資産の状況

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて、374百万円増加して15,224百万

円となりました。これは主に有形固定資産が増加したこと等によるものであります。

負債は、前連結会計年度末に比べて、411百万円増加して12,552百万円となりました。これは主に長期借入金

が増加したこと等によるものであります。

純資産は、前連結会計年度末に比べて37百万円減少して2,671百万円となりました。

 

(3)  事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

 

(4)  研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は90百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 
(5)  経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当社グループは平成25年度を初年度とする「第４次中期３カ年経営計画」に即し、顧客ニーズが更に高度化、多

様化すると同時に技術が進歩する中で、未来の顧客ニーズを捉え、当社の持つ技術・ノウハウと融合させて新しい

市場を構想してまいります。

　なお、当社は、平成27年５月26日開催の定時株主総会後の取締役会で経営体制を刷新し、新たに策定した経営

理念、「顧客第一」、「合理追求」、「人倫遵守」の下、今後より一層、高品質の製品・サービスを競争力のあ

るコストで提供できるように努めてまいります。

 

EDINET提出書類

株式会社トーヨーアサノ(E01165)

四半期報告書

 4/17



第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 40,000,000

計 40,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成27年11月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成28年１月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 14,408,400 14,408,400
東京証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は
1,000株であります。

計 14,408,400 14,408,400 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成27年11月30日 － 14,408,400 － 720,420 － 579,892
 

 

(6) 【大株主の状況】

　　　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成27年８月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

① 【発行済株式】

   平成27年８月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ―
―

 
―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）　　　
　普通株式　　　2,017,000

― ―

完全議決権株式(その他) 　普通株式　　 12,367,000 12,367 ―

単元未満株式 　普通株式　　    24,400 ― ―

発行済株式総数               14,408,400 ― ―

総株主の議決権 ― 12,367 ―
 

(注)　１　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が3,000株（議決権３個）

　含まれております。

２ 「単元未満株式」には、当社所有の自己株式262株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  平成27年８月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社トーヨーアサノ

静岡県沼津市原315番地の2 2,017,000 ― 2,017,000 14.00

計 ― 2,017,000 ― 2,017,000 14.00
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成27年９月１日から平成

27年11月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成27年３月１日から平成27年11月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、公認会計士門屋信行氏、同勝又康博氏により四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成27年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年11月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,885,502 1,415,252

  受取手形及び売掛金 ※２  3,368,206 3,289,606

  商品及び製品 488,059 542,658

  原材料及び貯蔵品 153,028 194,734

  未成工事支出金 257,579 412,455

  その他 131,688 308,296

  流動資産合計 6,284,066 6,163,003

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 1,427,935 1,562,800

   土地 4,791,584 4,791,584

   その他（純額） 824,893 1,178,685

   有形固定資産合計 7,044,412 7,533,070

  無形固定資産 314,665 307,010

  投資その他の資産   

   投資有価証券 366,133 337,356

   退職給付に係る資産 332,620 347,128

   その他 508,583 537,241

   貸倒引当金 △300 △300

   投資その他の資産合計 1,207,036 1,221,426

  固定資産合計 8,566,115 9,061,507

 資産合計 14,850,181 15,224,511

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 ※２  3,613,191 3,098,783

  電子記録債務 1,115,347 943,075

  短期借入金 2,057,788 2,422,586

  未払法人税等 131,733 3,254

  賞与引当金 － 52,230

  工事損失引当金 7,575 －

  その他 637,741 846,437

  流動負債合計 7,563,376 7,366,366

 固定負債   

  長期借入金 3,756,265 4,355,672

  役員退職慰労引当金 193,500 204,555

  その他 628,207 626,222

  固定負債合計 4,577,972 5,186,450

 負債合計 12,141,349 12,552,817
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成27年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年11月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 720,420 720,420

  資本剰余金 589,841 651,773

  利益剰余金 1,224,979 1,123,832

  自己株式 △176,780 △147,539

  株主資本合計 2,358,460 2,348,485

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 12,751 4,393

  退職給付に係る調整累計額 272,365 254,493

  その他の包括利益累計額合計 285,117 258,886

 少数株主持分 65,255 64,321

 純資産合計 2,708,832 2,671,694

負債純資産合計 14,850,181 15,224,511
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年３月１日
　至 平成26年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年３月１日
　至 平成27年11月30日)

売上高 10,169,282 9,565,482

売上原価 8,543,425 8,355,792

売上総利益 1,625,857 1,209,690

販売費及び一般管理費 1,097,364 1,119,763

営業利益 528,492 89,926

営業外収益   

 受取利息 993 1,621

 受取配当金 14,237 9,608

 負ののれん償却額 1,298 －

 受取ロイヤリティー 23,460 －

 その他 6,740 22,120

 営業外収益合計 46,730 33,351

営業外費用   

 支払利息 87,656 79,255

 投資有価証券評価損 － 29,559

 その他 6,654 9,742

 営業外費用合計 94,310 118,557

経常利益 480,911 4,720

特別利益   

 固定資産売却益 1,308 13,926

 投資有価証券売却益 － 5,502

 受取補償金 － 12,000

 特別利益合計 1,308 31,428

特別損失   

 固定資産除却損 1,864 13,822

 投資有価証券売却損 － 2,620

 特別損失合計 1,864 16,443

税金等調整前四半期純利益 480,356 19,706

法人税、住民税及び事業税 240,839 45,416

法人税等合計 240,839 45,416

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

239,516 △25,710

少数株主損失（△） △9 △37

四半期純利益又は四半期純損失（△） 239,526 △25,672
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年３月１日
　至 平成26年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年３月１日
　至 平成27年11月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

239,516 △25,710

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 9,351 △8,354

 退職給付に係る調整額 － △17,871

 その他の包括利益合計 9,351 △26,226

四半期包括利益 248,868 △51,936

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 248,855 △51,903

 少数株主に係る四半期包括利益 13 △33
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【注記事項】

 

（会計方針の変更等）

当第３四半期連結累計期間

(自　平成27年３月１日　至　平成27年11月30日)
 

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げら

れた定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職

給付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を従業

員の平均残存勤務期間に近似した年数に基づく割引率を使用する方法から退職給付の支払見込期間及び支払見

込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、第３四

半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に

加減しております。

この結果、第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る資産が24,110千円減少し、利益剰余金が15,517

千円減少しております。なお、当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。また、セグ

メント情報に与える影響は軽微であるため記載を省略しております。
 

 

 
(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

当第３四半期連結累計期間

(自　平成27年３月１日　至　平成27年11月30日)

税金費用の計算

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。
 

 

 

(四半期連結貸借対照表関係)

１  受取手形割引高

 
前連結会計年度
(平成27年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年11月30日)

受取手形割引高 400,381千円 310,802千円
 

 

※２ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につきましては、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、前連結会計年度末日が金融機関の休日であったため、次の連結会計年度末日満期手形が、連結会計年度末

残高に含まれております。

 
前連結会計年度
(平成27年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年11月30日)

受取手形 83,777千円 －千円

支払手形 18,351千円 －千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連

結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）、のれんの償却額及び負ののれんの

償却額は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年３月１日
 至 平成26年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年３月１日
 至 平成27年11月30日)

減価償却費 287,693千円 356,594千円

のれんの償却額 5,133千円 6,599千円

負ののれんの償却額 1,298千円 －千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間（自 平成26年３月１日 至 平成26年11月30日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年5月27日
定時株主総会

普通株式 59,957 5.00 平成26年２月28日 平成26年５月28日 利益剰余金
 

 

２  基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後

となるもの

　　該当事項はありません。

 

３  株主資本の著しい変動

　　該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間（自 平成27年３月１日 至 平成27年11月30日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年5月26日
定時株主総会

普通株式 59,956 5.00 平成27年２月28日 平成27年５月27日 利益剰余金
 

 

２  基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後

となるもの

　　該当事項はありません。

 

３  株主資本の著しい変動

　　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自 平成26年３月１日 至 平成26年11月30日）

　１.　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

コンクリート
二次製品事業

コンクリート
セグメント
事業

工事事業
不動産賃貸
事業

計

売上高        

(1)外部顧客
への売上
高

5,688,537 711,746 3,626,512 142,486 10,169,282 － 10,169,282

(2)セグメン
ト間の内
部売上高
又は振替
高

156,928 － － 23,857 180,785 △180,785 －

計 5,845,465 711,746 3,626,512 166,343 10,350,068 △180,785 10,169,282

セグメント
利益

676,976 1,988 207,724 101,394 988,083 △459,591 528,492
 

(注) １ セグメント利益の調整額△459,591千円には、セグメント間取引消去16,393千円、各報告セグメントに配分

していない全社費用△475,984千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一

般管理費及び技術試験研究費であります。

２  セグメント利益の調整後の金額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

　２.　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　　 （のれんの金額の重要な変動）

　「コンクリート二次製品事業」セグメントにおいて、株式会社山栄工業より事業を譲り受けたことに伴い、

のれんが発生しております。

　なお、当該事象によるのれんの増加額は、当第３四半期連結累計期間においては44,000千円であります。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自 平成27年３月１日 至 平成27年11月30日）

　１.　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

コンクリート
二次製品事業

コンクリート
セグメント
事業

工事事業
不動産賃貸
事業

計

売上高        

(1)外部顧客
への売上
高

4,858,966 984,236 3,577,949 144,330 9,565,482 － 9,565,482

(2)セグメン
ト間の内
部売上高
又は振替
高

140,204 － － 25,239 165,444 △165,444 －

計 4,999,171 984,236 3,577,949 169,570 9,730,926 △165,444 9,565,482

セグメント
利益又は損失
（△）

455,553 △3,155 43,232 97,434 593,065 △503,138 89,926

 

(注) １ セグメント利益の調整額△503,138千円には、セグメント間取引消去16,624千円、各報告セグメントに配分

していない全社費用△519,762千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一

般管理費及び技術試験研究費であります。

２  セグメント利益の調整後の金額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

　２.　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　　　該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年３月１日
 至 平成26年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年３月１日
 至 平成27年11月30日)

１株当たり四半期純利益金額
又は四半期純損失金額（△）

19円97銭 △2円10銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益金額
又は四半期純損失金額（△）(千円)

239,526 △25,672

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額
又は四半期純損失金額（△）(千円)

239,526 △25,672

普通株式の期中平均株式数(株) 11,991,373 12,231,160
 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在していないため並びに当第３四半期連

結累計期間については四半期純損失のため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

 該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成28年１月12日

株式会社トーヨーアサノ

取締役会  御中

 

あざみ公認会計士共同事務所
 

 

公認会計士  　　　門　　屋　　信　　行   印
 

 

公認会計士  　　　勝　　又　　康　　博   印
 

 

私たちは、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社トーヨーア

サノの平成27年３月１日から平成28年２月29日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成27年９月１日から平

成27年11月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成27年３月１日から平成27年11月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

私たちの責任は、私たちが実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を

表明することにある。私たちは、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期

レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

私たちは、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

私たちが実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社トーヨーアサノ及び連結子会社の平成27年11月30日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と私たちとの間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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